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北
極
星
は
光
り
輝
い
て
い
た 

福
岡
県 

 

杉 

本 

清 

一 
 
 

  

人
生
五
十
年
時
代
に
生
を
享
け
ま
し
た
が
、
現
在
八
十

六
歳
で
至
っ
て
壮
健
で
、
欲
を
申
せ
ば
聴
覚
が
衰
え
て
「
難

聴
だ
け
」
が
一
つ
の
欠
点
で
す
。
他
は
申
し
分
無
し
で
す

べ
て
に
感
謝
の
心
で
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。 

 

私
は
、
父
杉
本
徳
治
郎
の
長
男
と
し
て
出
生
し
ま
し
た
。

弟
五
人
、
妹
四
人
の
十
人
兄
弟
で
し
た
。
筑
後
地
方
は
隣

近
所
の
方
達
は
皆
さ
ん
親
切
で
、
人
情
味
の
深
い
人
間
ら

し
い
交
際
の
中
で
成
人
し
ま
し
た
。 

 

家
は
農
業
で
一
町
五
反
歩
を
耕
作
し
て
い
ま
し
た
。
当

時
の
筑
後
地
方
の
農
家
と
し
て
は
大
作
農
家
で
し
た
。
農

繁
期
に
は
、
俗
に
い
う
猫
の
手
も
借
り
た
い
位
い
繁
忙
で

し
た
。
私
も
幼
少
時
よ
り
、
家
事
、
農
作
業
の
手
伝
い
を

充
分
行
い
ま
し
た
。
小
学
校
は
人
生
教
育
の
基
盤
で
す
。

「
教
育
勅
語
」
を
旨
と
し
て
、
先
祖
を
敬
い
、
親
に
孝
行

を
尽
く
し
、
兄
弟
仲
良
く
、
隣
人
と
調
和
し
て
特
に
筑
後

の
住
人
は
人
情
味
豊
か
で
、
善
人
集
団
の
土
地
柄
で
し
た
。

故
人
曰
く
「
三
つ
子
の
魂
、
百
ま
で
も
」
の
ご
と
く
、
児

童
教
育
は
い
か
に
大
切
か
で
し
た
。 

 

私
は
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
三
月
、
清
水
尋
常
高
等

小
学
校
を
卒
業
し
ま
し
た
。
農
繁
期
に
は
幼
少
の
弟
妹
と

家
事
に
協
力
し
全
員
で
働
き
ま
し
た
。
両
親
が
小
学
校
卒

業
時
に
「
旧
制
中
学
校
へ
進
学
せ
よ
」
と
薦
め
ま
し
た
が
、

弟
妹
の
多
い
家
庭
の
こ
と
を
思
え
ば
、
そ
れ
は
な
ら
ず
、

進
学
を
断
念
し
て
「
高
等
科
二
年
・
卒
業
」
で
終
了
し
ま
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し
た
。
そ
し
て
農
繁
期
に
は
充
分
農
業
に
従
事
し
、
農
閑

期
に
は
、
町
内
の
明
治
初
年
創
業
の
茶
業
問
屋
に
て
働
き

ま
し
た
。
特
産
の
八
女
茶
の
製
茶
研
究
所
な
ど
で
先
輩
に

指
導
、
教
習
を
受
け
な
が
ら
一
生
懸
命
に
働
き
ま
し
た
。

ま
た
夜
間
は
青
年
学
校
に
も
通
い
ま
し
た
。
当
時
は
軍
隊

に
行
く
こ
と
が
当
然
で
し
た
。
そ
の
た
め
青
年
学
校
で
訓

練
と
予
備
知
識
を
充
分
修
得
し
て
い
る
こ
と
が
自
分
の
た

め
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
世
間
社
会
の
た
め
で
し
た
。 

 

昭
和
十
四
年
秋
頃
で
し
た
。
役
場
に
て
同
年
徴
集
の
「
徴

兵
検
査
該
当
者
」
が
集
合
し
た
。
翌
日
、
三
橋
村
小
学
校

に
て
挙
行
さ
れ
る
徴
兵
検
査
に
当
っ
て
、
万
事
遺
漏
な
き

よ
う
に
と
指
示
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
緊
張
と
厳
粛
な

気
持
ち
で
臨
み
す
べ
て
が
終
了
し
ま
し
た
。
徴
兵
執
行
官

か
ら
は
く
じ
の
第
一
番
で
真
先
に
「
杉
本
清
一
・
甲
種
合

格
」
と
告
知
、
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
「
復
唱
！ 

杉

本
清
一
・
甲
種
合
格
」
と
復
唱
し
て
万
事
終
了
で
し
た
。 

 

数
日
後
、
役
場
の
兵
事
係
よ
り
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

「
兵
科
は
陸
軍
砲
兵
科
で
す
。
入
営
期
日
ま
で
充
分
身
体

に
注
意
し
て
万
事
遺
漏
無
き
よ
う
に
せ
よ
」
で
し
た
。 

 

昭
和
十
五
年
五
月
中
旬
で
し
た
。
「
広
島
県
広
島
市
、
東

公
園
に
集
合
せ
よ
」
と
通
知
が
来
ま
し
た
。
当
日
は
同
時

刻
前
に
現
場
へ
到
着
し
ま
し
た
。
受
付
所
に
は
将
校
、
下

士
官
、
兵
隊
数
人
が
お
り
、
入
営
通
知
状
を
渡
し
て
、
点

呼
を
受
け
ま
し
た
。
身
体
検
査
も
良
し
で
し
た
。
こ
の
身

体
検
査
に
て
病
気
発
覚
、
と
く
に
性
病
等
が
あ
る
と
即
日

帰
郷
と
い
う
、
出
征
者
に
対
し
て
は
一
番
不
名
誉
な
こ
と

に
な
る
の
で
す
。 

 

そ
し
て
「
た
だ
い
ま
か
ら
衣
服
を
支
給
す
」
と
い
わ
れ
、

着
衣
を
全
部
支
給
の
軍
衣
類
と
交
換
し
ま
し
た
。
襦
袢
（
シ

ャ
ツ
）
、
股
下
（
ズ
ボ
ン
下
）
か
ら
褌
を
除
き
軍
服
上
衣
、

下
衣
、
帽
子
、
靴
下
、
靴
（
編
上
靴
）
等
々
で
す
べ
て
新

品
を
支
給
さ
れ
着
用
し
ま
し
た
。
そ
し
て
帶
革
を
腰
に
着

用
。
さ
ら
に
雑
の
う
（
か
ば
ん
）
水
筒
と
飯
盒
が
支
給
さ

れ
ま
し
た
。 

 

指
揮
官
が
「
貴
様
達
は
同
年
兵
の
戦
友
だ
、
す
べ
て
運

命
共
同
体
だ
、
共
に
協
力
し
て
目
的
に
向
か
う
の
だ
、
よ

い
か
」
で
出
発
と
な
り
ま
し
た
。
関
西
、
中
国
、
四
国
、

九
州
と
、
一
応
西
日
本
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
精
鋭
で
し
た
。 



420 

 

海
軍
基
地
で
あ
る
呉
港
か
ら
貨
物
船
に
乗
船
、
出
航
し

ま
し
た
。
そ
の
時
は
行
先
不
明
で
し
た
が
、
玄
界
灘
か
ら

壱
岐
、
対
馬
海
峡
を
経
て
日
本
海
か
ら
北
朝
鮮
の
羅
津
の

港
に
入
っ
て
上
陸
し
ま
し
た
。 

 

海
は
穏
や
か
で
し
た
が
船
酔
い
に
苦
し
ん
だ
者
も
多
数

い
ま
し
た
。
羅
津
駅
に
て
国
防
婦
人
会
の
皆
様
が
出
迎
え

て
下
さ
い
ま
し
た
。
湯
茶
の
接
待
が
あ
り
水
筒
を
満
タ
ン

に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
小
粒
な
が
ら
立
派
な
林
檎
を
各
人

に
一
箱
ず
つ
頂
戴
し
ま
し
た
。
あ
の
親
切
心
は
現
在
も
心

に
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。
列
車
は
こ
こ
か
ら
北
進
し
ま
し

た
。
鮮
満
国
境
の
豆
満
江
（
図
們
）
を
通
過
し
て
満
州
へ

入
り
、
さ
ら
に
北
進
し
て
牡
丹
江
省
穆
稜
（
ム
ー
リ
ン
）

に
到
着
し
ま
し
た
。
部
隊
は
関
東
軍
直
轄
の
「
独
立
重
砲

兵
」
兼
松
部
隊
で
し
た
。 

 

兼
松
部
隊
長
は
「
貴
様
達
は
関
東
軍
直
轄
の
皇
軍
戦
士

だ
。
他
部
隊
及
び
各
兵
科
兵
士
の
範
と
な
る
べ
く
精
励
せ

よ
」
と
の
訓
示
が
あ
り
、
翌
日
か
ら
初
年
兵
教
育
の
開
始

で
す
。
教
育
係
将
校
と
助
手
と
し
て
下
士
官
及
び
補
助
員

の
古
年
次
兵
数
人
が
教
育
係
で
し
た
。
第
一
期
の
検
閲
ま

で
元
気
一
杯
頑
張
り
ま
し
た
。 

 

「
重
砲
兵
操
典
」
か
ら
「
作
戦
要
務
令
」
そ
の
他
の
典

範
令
か
ら
日
常
守
則
に
至
る
ま
で
よ
く
勉
強
し
ま
し
た
。

夜
間
は
常
夜
灯
の
仄
暗
い
明
か
り
の
下
で
一
生
懸
命
に
勉

強
し
ま
し
た
。 

 

全
般
的
な
教
育
を
経
て
重
砲
兵
独
特
の
訓
練
が
連
日
に

わ
た
り
行
わ
れ
て
第
一
期
検
閲
が
終
了
し
ま
し
た
。
自
分

の
所
属
は
第
一
中
隊
・
第
一
小
隊
で
、
小
隊
長
は
久
留
米

出
身
の
小
在
捨
夫
少
尉
殿
、
班
長
は
前
川
伍
長
で
し
た
。

当
時
は
私
的
制
裁
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
夜
の
点

呼
後
に
は
か
な
り
古
年
次
兵
が
荒
れ
て
い
ま
し
た
。
自
分

は
い
つ
も
班
長
の
呼
び
出
し
（
小
隊
長
の
声
掛
り
）
で
難

を
免
れ
ま
し
た
。 

 

こ
こ
は
ソ
連
と
の
国
境
に
近
く
、
東
寧
の
正
面
に
久
留

米
第
十
二
師
団
が
駐
留
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
部
隊
に
は

友
人
知
人
が
多
勢
い
た
と
思
い
ま
す
。
関
東
軍
の
虎
の
子

師
団
で
剣
兵
団
と
呼
称
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 
我
々
も
同
じ
く
国
境
近
く
の
水
分
河
に
お
い
て
、
訓
練

の
名
目
で
約
一
カ
月
「
陣
地
構
築
」
を
行
い
ま
し
た
。
対
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ソ
戦
を
考
え
て
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
ま
た
ノ
モ

ン
ハ
ン
事
件
の
二
の
舞
を
踏
ま
ぬ
た
め
だ
っ
た
の
か
、
と

に
も
か
く
に
も
国
境
地
帯
に
は
充
分
注
意
の
目
が
光
っ
て

い
た
の
で
し
ょ
う
。 

 

さ
て
本
科
で
あ
る
重
砲
の
事
で
す
が
、
誤
り
も
あ
る
と

思
い
ま
す
が
次
の
よ
う
で
す
。 

 

九
六
式
一
五
セ
ン
チ
加
農
砲
が
優
秀
な
武
器
で
す
。
飛

耐
獲
（
飛
弾
距
離
）
二
万
メ
ー
ト
ル
。
一
個
小
隊
に
各
四

門
所
持
し
て
ま
し
た
。
兵
員
配
置
は
砲
手
が
第
一
番
か
ら

第
三
番
ま
で
あ
り
、
第
一
番
は
発
射
手
で
、
第
二
番
砲
手

は
目
標
指
示
、
第
三
番
砲
手
は
観
測
で
す
。
観
測
係
は
砲

の
位
置
よ
り
他
の
地
点
に
あ
っ
て
、
三
角
点
観
測
と
い
っ

て
砲
と
敵
（
目
標
物
）
と
を
横
手
方
面
か
ら
観
測
出
来
得

る
地
点
に
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
を
結
ん
だ
三
角
形
地
点
に
て

照
射
（
照
準
）
計
測
を
し
て
、
第
三
砲
手
ま
た
は
第
二
砲

手
、
時
に
は
直
接
第
一
砲
手
に
連
絡
し
て
指
示
を
行
い
ま

す
。 

 

そ
の
後
は
第
二
弾
着
、
第
三
弾
着
を
正
確
に
観
測
、
確

認
し
て
砲
手
に
報
告
し
指
示
を
行
い
ま
す
。
な
お
砲
座
付

近
に
は
部
隊
幹
部
（
責
任
者
）
が
い
て
、
各
発
射
弾
に
つ

い
て
「
採
点
、
指
導
」
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
弾
列
は
十

余
人
で
組
織
さ
れ
「
弾
込
め
」
や
搬
送
等
に
当
り
ま
す
。

一
個
分
隊
は
分
隊
長
以
下
十
五
人
余
。
一
個
小
隊
は
小
隊

長
以
下
六
十
人
位
で
編
成
し
て
い
ま
し
た
。
移
動
は
砲
身

車
、
十
ト
ン
牽
引
車
と
、
砲
架
車
で
こ
れ
も
同
じ
く
十
ト

ン
牽
引
車
で
す
。
積
載
や
載
下
等
は
す
べ
て
ク
レ
ー
ン
で

行
い
ま
し
た
の
で
肉
体
的
に
は
非
常
に
気
楽
で
し
た
。 

 

信
管
の
切
り
方
に
は
精
神
を
統
一
し
て
、
細
心
に
注
意

の
上
に
も
注
意
を
要
し
ま
し
た
。
瞬
発
信
管
は
木
の
葉
に

触
れ
て
も
破
裂
し
ま
す
。
着
弾
信
管
は
着
弾
と
同
時
に
間

髪
を
入
れ
ず
に
破
裂
し
ま
す
。
退
延
期
信
管
は
目
標
物
に

着
弾
後
数
秒
か
数
分
後
に
炸
裂
し
ま
す
。
ま
た
榴
散
弾
は

砲
身
を
平
射
角
に
し
て 

「
自
決
覚
悟
の
射
撃
で
す
」
。
眼
前
に
現
れ
た
敵
に
対
し
て

最
後
の
発
射
弾
で
「
弾
着
零
メ
ー
ト
ル
で
す
」
。 

 

以
上
の
ご
と
く
、
そ
れ
ぞ
れ
利
用
目
的
が
異
な
り
ま
し

た
。
毎
日
毎
日
こ
の
よ
う
な
訓
練
で
し
た
。
陣
地
侵
入
、

開
脚
、
砲
身
転
稼
と
一
分
一
秒
を
競
い
、
し
か
も
正
確
が
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目
標
で
し
た
。
肉
体
的
に
は
至
極
気
楽
で
し
た
が
、
神
経

は
研
ぎ
清
ま
さ
れ
た
日
本
刀
の
ご
と
く
で
し
た
。 

 
昭
和
十
六
年
八
月
、
「
関
東
軍
特
別
大
演
習
」
が
満
州
全

土
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
全
国
か
ら
も
大
動
員
さ
れ
、

現
役
兵
の
外
に
予
備
役
や
一
般
補
充
兵
か
ら
も
多
勢
の
人

た
ち
が
動
員
さ
れ
ま
し
た
。
関
東
軍
百
万
人
と
豪
語
さ
れ

た
こ
と
で
し
た
。
そ
し
て
各
師
団
、
各
部
隊
は
そ
れ
ぞ
れ

兵
員
増
加
の
た
め
に
諸
設
備
の
割
り
増
し
に
大
変
で
し
た
。

半
地
下
の
急
造
兵
舎
を
造
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ベ
ッ
ト
の
割

り
増
し
と
な
り
、
そ
れ
に
伴
い
各
兵
器
廠
や
被
服
廠
も
大

変
だ
っ
た
と
か
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

我
が
隊
の
演
習
に
は
、
関
東
軍
か
ら
将
官
を
は
じ
め
多

く
の
武
官
が
実
弾
の
射
撃
威
力
を
見
学
に
訪
れ
ら
れ
ま
し

た
。
担
当
武
官
は
陸
軍
中
将
・
内
山
栄
太
郎
閣
下
で
し
た
。

九
六
式
十
五
セ
ン
チ
が
加
農
砲
の
威
力
を
発
揮
す
る
は
こ

の
時
と
ば
か
り
。
自
分
が
第
一
番
砲
手
で
第
一
弾
を
発
射

し
ま
し
た
。
弾
道
は
尾
を
引
い
て
中
天
を
走
る
。
わ
ず
か

数
秒
後
、
仮
想
敵
陣
地
の
「
目
標
命
中
！
」
の
観
測
の
声

に
、
並
み
い
る
将
校
団
全
員
が
双
眼
鏡
を
目
に
し
た
ま
ま

「
見
事
だ
、
天
晴
れ
也
」
や
ん
や
、
や
ん
や
の
喝
采
で
し

た
。 

 

内
山
閣
下
「
殊
勲
甲
に
値
す
る
。
砲
手
は
誰
か
」
に
小

隊
長
が
「
杉
本
上
等
兵
で
す
」
と
答
え
、
閣
下
が
「
よ
し
、

後
刻
、
賞
す
」
で
し
た
。
そ
の
後
中
隊
長
殿
か
ら
呼
び
出

し
が
あ
り 

「
杉
本
、
内
山
中
将
閣
下
か
ら
賜
わ
る
、
一
週
間
休
養
だ
」

で
し
た
。
金
の
無
い
兵
隊
さ
ん
一
人
に
一
週
間
の
休
養
を

賜
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
…
…
。
結
局
一
週
間
、
班
内
に
て
起

居
し
、
酒
保
に
て
饅
頭
を
購
買
す
る
ぐ
ら
い
な
の
で
し
た
。 

 

軍
隊
に
お
い
て
の
労
苦
体
験
に
つ
い
て
の
お
話
で
す
が
、

自
分
に
は
労
苦
の
思
い
出
は
一
切
無
し
で
す
。
六
十
五
年

も
昔
の
こ
と
、
苦
は
楽
の
種
で
、
苦
し
か
っ
た
こ
と
は
す

べ
て
忘
却
し
ま
し
た
。
楽
し
い
こ
と
の
み
想
い
出
と
し
て

脳
裏
に
あ
り
ま
す
。 

 

特
に
取
り
立
て
て
申
し
上
げ
れ
ば
、
衛
兵
勤
務
の
際
、

動
哨
（
部
隊
の
中
外
を
監
視
警
戒
す
る
任
務
）
勤
務
中
の

深
夜
に
満
天
の
星
空
を
眺
め
、
ま
た
払
暁
時
に
東
天
の
白

む
頂
な
ど
、
故
郷
を
偲
び
「
今
時
は
、
今
頃
は
」
「
親
や
兄
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弟
は
…
…
」
と
想
い
を
走
ら
せ
る
時
が
一
番
苦
し
か
っ
た

で
し
ょ
う
か
。 

 

昭
和
十
七
年
十
二
月
二
十
五
日
、
満
期
除
隊
で
二
年
八

カ
月
の
勤
務
も
無
事
終
了
し
「
現
役
満
期
徐
隊
」
で
舞
鶴

港
に
凱
旋
し
一
目
散
に
自
宅
へ
帰
り
ま
し
た
。 

 

以
後
、
大
牟
田
市
の
三
井
金
属
ア
ル
ミ
工
場
に
勤
務
し

熟
練
工
員
と
し
て
働
き
、
第
二
の
召
集
免
除
で
し
た
。
終

戦
後
は
農
地
委
員
を
拝
命
し
、
農
地
開
放
業
務
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
県
特
産
の
「
八
女
茶
」
の
品
質
改
善
・
茶
業

振
興
等
に
努
力
し
ま
し
た
。 

 

北
方
警
備
の
戦
車
隊 

福
岡
県 

 

三
小
田 

隆 
憲 

 
 

  

私
は
、
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
二
月
十
四
日
、
三

小
田
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
が
、
父
は
私
が
四

歳
の
時
に
死
亡
し
ま
し
た
の
で
、
母
一
人
子
一
人
と
な
り

ま
し
た
。
母
の
実
家
が
嫁
い
だ
家
か
ら
直
ぐ
近
く
だ
っ
た

の
で
、
祖
父
母
、
そ
し
て
母
の
兄
で
あ
る
叔
父
さ
ん
叔
母

さ
ん
夫
婦
に
は
子
供
が
い
な
か
っ
た
の
で
「
一
緒
に
住
ま

な
い
か
」
と
言
わ
れ
て
同
居
す
る
こ
と
と
な
り
、
一
家
六

人
家
族
と
な
っ
た
訳
で
す
。 

 

子
供
は
私
一
人
で
し
た
の
で
、
皆
か
ら
可
愛
い
が
ら
れ

て
養
育
さ
れ
、
町
立
大
江
小
学
校
に
入
学
、
小
学
校
を
卒

業
す
る
と
旧
制
中
学
校
伝
習
館
に
入
学
し
ま
し
た
。
そ
の

後
さ
ら
に
三
池
工
業
二
部
採
工
部
に
入
学
し
、
二
年
間
の

実
習
を
経
て
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
三
月
に
卒
業
し

ま
し
た
。 

 

そ
し
て
日
本
製
鉄
の
大
治
工
業
所
に
就
職
す
る
こ
と
に


